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　知的障害者に関するQOL（Quality of Life：生活の質の豊かさ）に関する研究は、ノーマ
ライゼーションの潮流と連動してADL重視からQOL重視の支援が必要であるとの認識の高
まりとともに、1980年代頃より進められてきた。
特別支援学校においては、産業現場等における実習（以下、現場実習）が進路指導の重要な
柱であり、この現場実習を通して、働く力を身に付けることの意味を理解し、自己実現とし
ての進路選択につなげるようにしている。
　今回の研究では、特別支援学校高等部生徒を対象に、キャリアプランを含む人生設計に関
する調査及び事例研究を実施し、知的障害者におけるQOLの重要度や達成度、将来像及び
全体満足度を把握することで、今後求められる支援の在り方について検討した。
この結果、学校在学中における進路指導の具体的な指導内容やライフプランの授業への活用
法等について明らかにすることができた。
キーワード:　知的障害生徒、QOL、進路指導、現場実習、ライフプラン
1　はじめに
　知的障害者に関するQOL（Quality of Life：生活の質の豊かさ）に関する研究は、ノーマ
ライゼーションの潮流と連動してADL（Activities of Daily Living：日常生活動作）重視から
QOL重視の支援が必要であるとの認識の高まりとともに、1980年代頃より進められてきた
（Bromn,1999）。QOL研究の意義に関し、Schalock（1997）は、知的障害のある人々の生活を
改善し、現行のリハビリテーション訓練の社会的妥当性を評価するため、この概念をプロセ
ス及び最重要原則として利用しようとする試みがあるためとし、そのために必要なこととし
て、QOL概念の明確な理解とその効果的な評価方法を挙げている。
　知的障害者のQOLに関する定義や評価方法は様々だが、内容は客観的QOL（物理環境や
処遇面等）と主観的QOL（利用者の生活満足度等）の側面に大別され、双方からの評価が不
可欠とされる（George&Beaon,1980Brown,2001）。1990年代後半時点における日本では、QOL
の理念に関する論文はあったものの、知的障害の分野における実証的な評価研究はほとんど
なかった。
　更に主観的QOLは当事者の回答に基づく故に、知的障害者自身が外的指向性（Zigler,1973）
に基づくも黙従的な回答にならないようにする配慮が必要であり、これは特別支援学校や特
別支援学級等における自己選択、自己決定を促す指導内容と関連性が深いと考える。
太田（1999）は、知的障害教育におけるQOLの実践動向をまとめ、教育目標・めざす子ど
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も像と関連づける例、教育課程編成に結びつける例、教科別の指導や個別の計画と関係づけ
る例、生活中心教育と関係づける例、として以下に示すような4つの研究に分類している。
①【教育目標・めざす子ども像と関連づける例】
　北海道教育大学附属養護学校は、「主体的な活動を促す指導の最適化をめざして－個別化・
個性化の視点から－」の研究に取り組んだ。この研究では、児童生徒一人一人が将来の社会
生活において、豊かで充実した生活を築くために必要であると思われる、自己決定と主体的
に活動する姿が実現するような指導の最適化を検討した。具体的には、児童生徒一人一人に
対して個人指導計画を作成し、個人のQOLを複合的に捉え、ニーズとそれに即した対応を
追求した研究を行った。
　また、新潟大学教育人間科学部附属養護学校は、「自立につながる力を育てる教育の創造
－豊かな学校生活づくりを通して」のテーマで実践研究を行った。この際、児童生徒一人一
人の社会参加の推進、QOLの向上、自己決定の重要性などを踏まえている。豊かな学校生
活については、興味・関心を持って積極的に取り組む、目的意識等を持ち主体的に取り組む、
現在の生活で個性や力を発揮して充実する、等の将来の生活でも社会参加し続けられる学校
生活の4つの視点から検討した。
②【教育課程編成に結びつける例】
　金沢大学教育学部附属養護学校は、「豊かな心と生活をめざして」をテーマに研究を行った。
研究の中では、現在の求められている生きる力についての検討やQOLに関する研究の動向
等も受けて、豊かさを「人や自然や社会とのかかわり合いの中で、その子らしくのびのびと
生きること」と捉えている。
　具体的に各学部の研究内容を概観すると、小学部では、部の集会活動の充実、中学部では、
多種の内容が入った散歩学習の検討、高等部では、卒後や余暇生活も念頭に、生徒が自己課
題に挑戦したり、校外への活動やレク活動に参加したりする挑戦学習、ほんもの学習、レク
リェーション学習を実践するなど、学校生活における豊かさを検討した。
③【教科別の指導や個別の計画と関係づける例】
　横浜国立大学教育人間科学部附属養護学校は、教科学習を中心とした新しい養護学校につ
いて、個別教育計画、健康の増進、余暇教育、等を内容として研究を行った。この研究では
余暇教育を、遊び・スポーツ・文化活動を通して人間開発・人格の陶冶・質の高い生活を求
める教育と位置付けた。余暇教育では、健康づくりに効用があり、友達づくりに貢献し、職
業生活や人生の目的につながり、また、認知能力の向上に結びつくとして位置付けている。　　　
　具体的な余暇教育としては、バレーボール、ジョギング、太鼓、つくる、パソコン、水泳
等の部活動や卒業生同好会が挙げられる。また、QOLを支えるための個別教育計画（IEP）
のテーマを掲げて研究を行った。
　QOLについては、子どもの幸せを支える教育の中心概念であり、一人一人に向けたIEPを
策定する際にもライフステージに結び付けたQOLの必要性を挙げている。この上で、学校・
学部が設ける教育重点事項よりも上位にQOLやその推進があるとした。
④【生活中心教育と関係づける例】
　千葉大学教育学部附属養護学校は、生活中心教育を推し進めることを意図し、「生活のた
めの、生活による、生活の教育－一人ひとりへの支援の最適化を目指して」のテーマによる
研究を行った。この中で、子どもの学校生活の充実・発展を図る教育を進め、子ども主体の
生活を展開していくために学校生活を整え、児童生徒一人一人へ支援するかについて検討し
た。
　具体的には、今日的なQOLの理念を基底とし、児童生徒一人一人が自立的・主体的に生
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活をすることで、質の高い生活（QOL）を実現し、自然な実際的生活に、自立的・主体的
に取り組めば、豊かな生活は実現するとしている。また、学校生活全般について、子ども達
が仲間とともに活動することを大切にしながら、主体的に学校生活に取り組めるよう、一人
一人に対する支援的対応を最適化することを研究した。この中では、主体的生活を具体的に
実現する方法的探求が要点となっており、実践的に手立てをいっそう明らかにするためにも、
単元の進め方、活動の計画、等の5つの視点を設け、支援上の手立ての分類・整理を進めた。
　島田、大沼、清水（2013）は、生涯教育プログラムに参加した知的障害者を対象に、10年
後の自分を想定したライフプランに関するアンケート調査を行い、実態把握を試みている。　
　この結果によると、将来への意見聴取に関して７割近くの者が「聞いて欲しい」と回答し
ており、個別支援計画を策定していく上でPerson-Centered Planning（本人主体の計画）の重
要性が認識された。また、6割以上が将来への不安を感じており、仕事に関しては加齢によ
る影響が出たとしても働き続けられる多様な雇用形態が必要としている。さらに、援助者に
関しては、複数の信頼できるキーパーソン・機関を持つことの必要性を報告している。
しかし、知的障害者のキャリアプランを含む人生設計、自己選択、自己決定の支援に関する
研究はほぼ見られない。
　以上のことから、特別支援学校高等部を対象に、キャリアプランを含む人生設計に関する
調査及び事例研究を実施し、知的障害者におけるQOLの重要度や達成度、将来像及び全体
満足度を把握することで、今後求められる支援の在り方について検討することを目的とする。
2　研究の方法及び内容
2.1　アンケート調査
2.1.1　目的　
　知的障害特別支援学校高等部生徒を対象に、10年後の自分を想定したライフキャリアプラ
ンに関するアンケート調査（現在の生活状況と10年後の自分を想定した項目）を実施し、実
態把握をすることで、主観的QOLを重視した支援の在り方を検討する。
2.1.2　対象
　A大学教育学部附属特別支援学校高等部生徒29名（男子16名、女子13名）
2.1.3　実施時期
　201X年3月
2.1.4　手続き
　進路の授業にてアンケートを実施した。始めに学級担任がアンケートの目的及び記入方法
について説明した。
2.1.5　内容
【フェイスシート（性別、年齢、居住）】
【質問項目：現在の生活について、10年後の自分について】
　①普段の生活の楽しみ
　②困っていること、不安に思うこと
　③困ったときに相談している人や機関
　④今の生活の満足度
　⑤満足している具体的な内容
　⑥満足していない具体的な内容
　⑦将来への生活への不安
　⑧不安の具体的な内容
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　⑨10年後に向けてかなえたい希望
2.2.1　事例研究
　特別支援学校の教育課程の中で、現場実習は進路指導の重要な柱となっている。これは、
学校以外の各事業所において、実際的な職業生活を経験したり、職業生活に必要な事柄を理
解したりするものである。また、これらを通して、社会に貢献する働く力を身に付けること
の意味を理解し、自己実現としての進路選択につなげるようにすることが重要であるとされ
ている。
　現場実習への取組を中心としながら、進路指導を進めていくわけであるが、将来への不安
を感じている生徒も多く存在している。
　事例研究においては、キャリアプランを含む人生設計について検討することを目的とした。
3　結果
3.1　アンケート結果
【質問①　あなたは普段どんなことをして生活を楽しんでいますか。（○はいくつでも）】
　
Table 1　普段の生活の楽しみ
　
項目 人数
ゲーム
買い物
外食
音楽を聞く
家でノンビリ　
読書
カラオケ
趣味や学習活動
旅行
スポーツ・運動　　　　　　　　　　　　　　
12人
11人
９人
８人
８人
６人
６人
５人
４人
３人
　第1位「ゲーム」、第2位「買い物」、第3位「外食」、第4位「音楽を聴く」、第5位「家でノンビリ」
であった。
　今の生活で楽しんでいることは、音楽を聞いたりゲームをしたりすることを含め、趣味や
学習活動をすることが上位を占めた。友人・知人と楽しく活動することより、音楽を聴くな
ど一人でのんびり自分の好きなことをして過ごすことを大切にしていることが理解できた。
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【質問②　今の生活で困っていることや不安に思うことがありますか。（○はいくつでも）】
Table 2　困っていること、不安に思うこと
　
項目 人数
経済的（お金）に不安
年金等役所の手続きが難しい
家事が十分にできない
人間関係が不安
就労に困っている
困ったとき相談する相手がいない
５人
４人
３人
２人
２人
１人
　第1位「経済的（お金）に不安」、第2位「年金等役所などの手続きが難しい」、第3位「家
事が十分にできない」であった。　
　今の生活で不安なことは、経済面や役所での手続きの仕方が上位を占めた。また、家庭生
活で求められる家事等のスキルや就労に関する人間関係面での不安が多くみられた。
【質問③　困ったときに相談している人や機関はどこですか。（○はいくつでも）】
Table 3　困ったときに相談している人や機関
　
項目 人数
家族や親族  
友人・知人
知的障害者相談員
市町の障害福祉課
先生
施設職員
12人
８人
２人
１人
１人
１人
　第1位「家族や親族」、第2位「友人・知人」、第3位「知的障害者相談員」、第4位「市町の
障害福祉課」、「先生」、「施設職員」であった。
　現在相談等で利用している機関については、家族や親族及び友人・知人が上位を占めた。
また、知的障害者相談員や市町の障害福祉課等の利用も数名みられた。
【質問④　今の生活に満足していますか。】
Table 4　今の生活の満足度
　
項目 ％
とても満足  
少し満足  
やや不満 
とても不満
53.3％
33.3％
6.7％
6.7％
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　生活満足度に関しては、「とても満足」が上位を占めた。「とても満足」と「少し満足」の
合計は、86.6％であった。
【質問⑤　どんなところが満足（イイ！）ですか。あてはまるものをいくつでも選んでくだ
さい。】
Table 5　満足している具体的な内容
　
項目 人数
友達と楽しくつきあえている
余暇や趣味を楽しんでいる
住んでいる家や部屋が気に入っている
買い物ができる
いろいろ活動に参加できている
６人
６人
６人
５人
４人
　生活満足度の理由については、友人関係や余暇及び趣味の活動への取組が上位を占めてい
る。
【質問⑥　どんなところが不満（イヤ）ですか。あてはまるものをいくつでも選んでください。】
Table 6　満足していない具体的な内容
　
項目 人数
住んでいる家や部屋が嫌だ
自分の時間が全くとれない 
楽しくつきあえる友達がいない
４人
３人
１人
　住んでいる家や部屋など家庭環境に対する不満や、その関係から自分の時間がなかなか取
れないという不満が多くを占めている。
【質問⑦　これから（将来）の生活に不安を感じること（心配）がありますか。】
Table 7　将来への生活への不安
　
項目 人数
いつも感じている 
時々感じている   
あまり感じない  
ぜんぜん感じない 
20.0％
53.3％
6.7％
20.0％  
　将来への不安に関しては、時々感じているが上位を占めている。「いつも感じている」と
「時々感じている」の合計は、73.3％であった。　
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【質問⑧　不安を感じる理由は。（○はいくつでも）】 
Table 8　不安の具体的な内容
　
項目 人数
経済面（お金）が心配    
仕事が続けられるか心配  
助けてくれる人がいてくれるか心配  
今のところにいられるか心配
人間関係と自分の気持ちをコントロールできるか
自分のやりたいことができるか 
７人
３人
３人
２人
１人
１人
　不安を感じる理由は、「経済面」や「継続した仕事」が上位を占めている。
【質問⑨　10年後に向けてかなえたい希望を次の中から2つ（1～ 2位）だけ選んでください。】
Table 9　10年後に向けてかなえたい希望
　
項目 人数
お金（給料・貯金等）を殖やしたい  
良い環境（自分の好きな家、部屋など）に住みたい
仕事がうまくできるようになりたい
一緒に余暇・趣味を楽しめる友達を増やしたい
恋人・結婚相手が欲しい
ノンビリ過ごせる時間が欲しい
 いろいろなところへ旅行したい
10人
６人
６人
４人
３人
２人
２人
　10年後のライフプランを①「生活・住まい」、②「交流・結婚」、③「趣味・余暇」、④「仕
事・経済」の領域に分けて考えた場合、10年後に向けて、最も関心が高いものは、④「仕事・
経済」の領域であった。これは「将来への不安」の内容と連関している。
「交流、恋人・結婚」の領域は、4位、5位となっている。「交流、恋人・結婚」に関しては厳
しいと見ていると考えられるので、これらの領域に関し、いかなる形でのサポートができる
かを検討していくことが大切である。
3.2　事例
3.2.1　事例生徒の実態
　対象生徒カズ（仮名、男子）は、人との関わりを好み、自分から進んで相手のためになる
ことを行うことができる。また、言葉による指示を理解し、正確に行動に移すことができる
が、語彙が少なく言いたいことを的確に伝えることができない場面がときどきみられる。
　カズは自分の進路について、自分のよさである対人スキルの高さを生かせる一般企業での
就労を希望している。
　WISC-Ⅲの検査結果は、全検査IQ41、言語性IQ47、動作性IQ47であった。群指数では、言
語理解と知覚統合が相対的に低い傾向を示している。このことから、分からないことや自分
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の気持ちを言葉で説明できず、周囲の人から誤解を受けやすいことや、位置や方向、場所を
間違える等の場面において支援が必要である。
　TTAP（TEACCH Transition Assessment Proﬁle：TEACCH移行アセスメントプロフィール）
の検査結果は、TTAPフォーマルアセスメントの直接観察尺度から、紙に書かれた指示書を
読むことに支援が必要であった。また、文字の理解と指示内容を理解するにあたり、援助が
必要であることが示された。このことから、カズにとって適切な支援は簡単な言葉による指
示が効果的である。さらに、現場実習中にはTTAPの中のDAC（Daily Accomplishment Chart：
毎日の達成チャート）を活用し、強みを分析した。
　以上のことから、カズに対する支援を次のように検討した。
①指示を出す側は、簡潔な言葉で、順序立てて話をする。内容によっては、キーワード等を
メモして提示するなど、視覚的支援を取り入れる。
②位置や場所を把握できるよう、上下左右、順序、方向、目印を視覚的に呈示するとともに、
音声言語も併用する。
③カズがキーワードを自分でメモするなど、指示された内容を確認できるようにする。
3.2.2　現場実習での取組
【高等部2年生時】
　2年生時の現場実習は、B飲食チェーン店にて実施し、主にバックヤード業務を担当した。
実習先については、食品を扱ったり調理をしたりすることに興味があり、その仕事に就職し
たいというカズの強い思いと、食品製造会社を希望している保護者からの要望等を併せて検
討し、事業所を選定した。
　現場実習が始まる前の事前面接時に、店内の様子を見学し、カズ本人が実際に担当する場
所や位置、店舗の全体像等を確認した。
　B事業所は、バックヤード内の掲示の工夫や色別、作業別のカラー表示など視覚支援が充
実した職場環境となっていることや、見学の際に実際に使用する食器洗浄機の使い方につい
て、スタッフの方から見学時に順序立てて説明していただき、大まかに使い方を把握するこ
とができた。
　具体的な作業では、食器洗浄機を的確に操作でき、食器等の片付け業務を自分から進んで
行うことができた。また、調理時間を計測して食品を焼くという作業や計量作業では、手順
表が示されており、自分で確認しながら正確に作業を進めることができた。
その結果、積極的に働く姿勢やパート職員と笑顔で話ができる点、及び報告を適切に行える
点が高く評価された。
　また、自己評価では、「店長さんやスタッフさんが優しかったです。チームでパートさん
が変わるので、そこに入りたいです。」と作業そのものよりも一緒に仕事をするスタッフと
のコミュニケーションに高く関心をもつ様子がみられた。さらに、休憩中はスタッフの入れ
替わりの制度に関心をもち、周囲の言葉かけや励ましを素直に受け止めて自らの働く力と変
えていくことができる点は、カズの大きな強みとなっている。課題としては、手先を使った
細かな作業に支援が必要である点と初めての指示内容に対して内容を理解できないまま「は
い」と返事をしてしまう点が挙げられた。
【高等部3年生時】
　3年生時の現場実習は、自宅近くの工業団地のCねじ製造会社で実施した。今回は、始め
に環境整備の仕事や排水処理場の補助業務等での業務を担当した。実習中は仕事の手順を見
て覚え、特に環境整備の仕事については進んで掃除を行うことができた。また、休憩時間に
担当者の手伝いを行える点や、次の作業の準備を行える点も評価された。
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次に担当したねじの研磨作業は、機械音が常時響く中での作業であるため、耳栓とゴーグル
の着用が求められた。また、担当者への数量確認報告や、連絡方法は身振りと筆談であった
が、複雑な言葉でのやり取りに支援が必要となるため、数字の提示と簡潔なメモのやり取り
で作業の確認・報告が行われるライン作業は、カズにとって理解しやすい職場環境であった。
さらに今回は、卒業に向けた就労移行支援を目的として、障害者就業・生活支援センターと
連携し、職員の方に職場を訪問していただき、業務内容やカズ本人が不安と感じていること
等について支援をいただいた。カズの担当は、排水処理場業務、環境整備業務、ねじ製造業
務の3 ヵ所を上手にローテーションしていきながら、補助として働くことが中心となるとい
うことであったので、「補助として働く際、本生徒の対人面の強みをよい方向に生かすこと
もできるが、周囲への気遣いによる言動からトラブルに発展する可能性もあるため、指示や
注意の確認や、メモによる確認を身に付けて行くことが必要である。」と助言をいただいた。
カズの自己評価では、「灯油を運んで行く仕事が楽しかったです。持って行くとありがとう
と言われる。」と、自分の仕事で相手が喜んでくれる様子に喜びを感じるコメントが多くみ
られ、自己有用感を得ることができた様子がみられた。
3.2.3　進路での取組　
　生徒自身が、自分の将来について、どんな人生を歩みたいか計画を立てること、また、仕
事や家庭、趣味など、それぞれの関連性を考えることを目的に、ライフプランシートの作
成に取り組んだ。今年度は、始めに昨年記入した内容を振り返り、卒業後の夢や目標を想像
し、地域社会で生活していくかという視点でも考えられるよう，昨年度作成したライフプラ
ンシートを加筆修正した。
20歳  　　 30歳　　　 40歳 　　　50歳　　 　60歳 ～
仕事
・18歳就職        　　　　　　　　　・学校の先生になる
・ねじの仕事 　　　　・働きたい・長生き
・検査の仕事  　　 ・貯金
家族
・給料で母親にバックをプレゼント
・家族旅行に連れて行く
   　   　　　  ・結婚
趣味
・キャンプに行く（Ｎ県、Ｔ県）
・大型ホームセンターに行く
・弁当を作る
・中華料理を作る
・スマホ購入
社会活動
・卓球クラブ(週一回、居住地）
・出身中学に行く
・弟の学校の行事に参加
スキル
・自転車で通う
・原付で通う・運転免許取得できたら車で通勤  
友達
・学校の先輩とカラオケ
・遊園地に行く
・友達と旅行
・友達と料理
Fig. 1　ライフプランシート（カズ）
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【高等部1年次】
　ライフプランシートを活用しての学習に取り組んだ。記入結果は以下の通りである。
仕事：18歳で就職する。
家庭：料理をする。結婚して赤ちゃんが欲しいという希望や、家族で旅行がしたいなどといっ
た希望も挙げることができていた。また、50歳の時は、学校の先生になりたいという希望も
挙げていた。
趣味：料理をする。
社会活動：並べる仕事や、ハンバーグを繰り返し焼く仕事など、現場実習で経験した職種や
事業所名を挙げることができていた。
身に付けたいこと：運転免許を取得する。
【高等部2年次】
仕事：M自動車部品製造（株）で仕事をする。
社会活動：ばねを製造する仕事やPH測定の仕事をしたいと職務内容を具体的に記入するこ
とができた。
【高等部3年次】
家庭：給料で母親にバックをプレゼントする。
趣味：キャンプに行く。大型ホームセンターに行く。
社会活動：週一回卓球クラブに行く。
　昨年度の内容を確認すると、家族欄に多く書かれた ｢結婚・子ども」の項目に横線を書き
入れ、実際に現在取り組んでいる内容も含めて加筆した。昨年度のようにシートの記入時に
おける悩みや、周囲の意見を聞きながらまとめるなど様子はみられず、現場実習先に就職す
ると想定して記入していた。
3.2.4　進路懇談会       
　ハローワークの職員を授業に招き、一般企業就職希望生徒6人で、現場実習の報告会を行っ
た。併せて、事前学習で作成した障害者求職申込書をハローワーク職員に提出し、職種や勤
務希望形態等、希望を細かく聞いていただくことができた。カズは高等部入学時より、卒業
後の就労先を自宅より近い工業団地での製造業と希望を明確に示していた。面接中は、職種
を製造業と強く希望した理由として、父親が自動車関係の製造業に従事し、仕事の様子を
聞いていたことや、中学時代に職場見学に行ったことが挙げられた。面接中に再度、職種に
ついて希望の聞き取りを行ったが、製造業希望の意思を言葉ではっきりと示し、担当者の意
見や助言等に合わせて、希望を変更する様子はみられなかった。面接後は、「話していたら、
緊張しなかった。ねじの仕事がやりたいので。」と報告があった。 
4　考察
4.1　アンケート調査
　今の生活に満足しながら、毎日の生活を送ることができている。一人での余暇活動は充
実しているが、友人と一緒に過ごすことや集団での活動に取り組むことはなかなかみられな
かった。
　また、困った時に、相談する機関としては、高等部在学中に、市障害福祉課、ハローワー
ク、障害者職業センター、障害者就業・生活支援センター、地域生活定着センター等、校外
学習で見学したり、また、進路懇談会で話しを聞いたりすることなど、このようなことは学
習の中に組み込まれていたが、実際に相談する時となると、なかなか相談機関が思い浮かば
ないようである。
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　関係機関との連携をさらに充実させ、具体的に思い浮かぶ事例の時は、どこに相談すれば
よいか、具体的に考えさせる学習も必要であると思われる。
　不安に関することであるが、お金に対する不安が一番に挙げられている。一般企業に就職
し､ 月給を生徒によっては、9万円から15万円と幅があるが、かなりの収入となるわけであ
る。お金に対する不安な面は、生活設計の部分で、生活していく上で、必要最低限かかるお
金、貯金、自分の楽しみ、生活費等の見通しがもててないからだと考える。
　「仕事・経済」の領域は、現場実習での取組から自己理解が進んでいる。関心も高いので、
仕事から得た給料の使い方等についてのサポートが必要である。また、「交流、恋人・結婚」
に関しては厳しいと見ているので、これらの領域に関し、いかなる形でのサポートができる
かを検討していくことが大切である。　
4.2　事例
　カズは、現場実習を実施した事業所から内定をいただき、今後も現場実習を同事業所で行
う予定である。就労後、離職することなく、長く仕事を続けていくためには、製造ラインで
のスキルを身に付けることが重要であるが、まずは、幅広い年齢層の従業員がいる職場内で
信頼される言動を取ることが必要であると考える。その上で、カズの強みである相手への気
遣いや、親和力が発揮されると思われる。
　卒業後学校を離れ、自分の障害特性を自分自身で理解できていることや、トラブルが予想
される場合には、自分から支援者に援助を求める力を身に付けていく必要がある。
内定をいただいた事業所の雰囲気を大切に、自分を活かしながら生き甲斐を持って働き続け
ることができるよう、卒業後支援も十分検討する必要がある。
5　まとめと今後の課題
　障害のある人のライフステージ全般にわたるQOLを考えるとき、満足度が最も大切にさ
れるので、その満足度を十分に満たすためにも、就労場面や地域生活で求められる技能の習
得の手段・場の充実とともに、環境面での支援が重視されている。
知的障害特別支援学校においては、将来の社会参加と自立に向けて、多くの成果を挙げてき
ているが、今後は、児童生徒一人一人が、将来の社会性を豊かに送ることができるよう、さ
らに質の高い学校生活になることを検討する必要がある。
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